
空間演出デザインコース 

2019年度卒業制作説明会



2019年度に卒業制作に着手するには？

【1】 
 2018年度末までに「卒業制作着手要件」を満たし 
「卒業制作着手」の許可を受けていること

【2】 
「卒制３～６」スクーリング申込までに、 
「卒業制作3～6」の履修の前提条件を満たすこと。

★コースガイドp.6

以下の２つの条件を満たしておく必要があります。



卒業制作着手要件の確認
★コースガイドp.6



「卒業制作3～6」の履修の前提条件の確認
★コースガイドp.6



その他の注意事項

卒業予定の方は、 
卒業制作着手年度の冬期（1～3月）履修はできません。 

卒業予定の方は、卒業関連科目（「卒業制作」「空間演出デザイン演
習IV」）以外の科目を冬期（1～3月）に履修することはできません。
秋期（10～12月）までに卒業関連科目以外の科目の履修を完了する
よう学習を進めてください。特にTR科目は12月の単位修得試験を受
験するためには、10月度にレポートを提出し合格する必要があります。

★コースガイドp.4、p.6



その他の注意事項
★コースガイドp.4、p.6
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卒業制作のテーマについて

できること

やりたいこと 求められること
ココ

１.誰が？

２.誰のために？

３.何を？

４.何のために？

５.どのようにして？

注意！！ 
ここを自分で制限してしまわないように！



卒業生の言葉

姜幸さん「課題をつくる課題」 

テーマを考える際、自分がやりたい事がわからず、とても悩みました。

テーマの決め方は色々あると思うのですが、 
私はまず最初に卒業制作が形になった時 
「どういうものであって欲しいか」 
というヴィジョンを描きました。 

私だからできる提案にするために、仕事でも接点の多い「食」を選び、
中でも大好きな「おやつ」を軸に据えることにしました。 

これまでの課題やスクーリングで学んだ別の角度から考えるという経
験が役立つと思います。 

★『雲母』2017年３・4月号



過去の卒業制作
★コースサイトからもアクセスできます

http://t.kyoto-art.ac.jp/archives/?from=air-u.campus

デザイン科WEB卒展参考作品サイト

http://t.kyoto-art.ac.jp/archives/?from=air-u.campus



